
別表第四十六号（第 156条関係） 

 

重大な事故報告書（詳細） 

 

令和２年７月２９日 

総務大臣 殿 

郵 便 番 号 １００－８９２６ 

住 所 東京都千代田区霞が関２－１－２ 

( ふ り が な ) 

氏 名 域
いき

放
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ケーブル
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がいしゃ

 

代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

社長
しゃちょう

 有
ゆう

放
ほう

 光太郎
こ う た ろ う

 

電 話 番 号 ０３－５２５３－６１１１ 

登 録 番 号 第ＺＺ０９９９号 

 

放送法第 137条の規定に基づき、重大な事故報告書を提出します。 

発生年月日及び時刻 

令和２年7月10

日  

20時10分 

復旧年月日

及び時刻 

令和２年7月

11日  

23時00分 

発生場所 
東京都千代田区霞が関2-1-2 

域放ケーブル株式会社 

事故の原因となつた有線一般放送の業

務に用いられる電気通信設備の概要 

ヘッドエンド設備において受信空中線において

受信した放送波を混合する光波長多重合波器 

（別図を参照） 

発生状況 

提供している全ての放送が視聴できなくなった

。 

本事故の影響で、一帯(影響利用者数：55000世

帯)に提供する放送が停止。 

措置模様 

20時10分 視聴者から「テレビが映らなくな

った」との電話連絡有り。 

      同時刻、ネットワーク管理部に確

認したが、伝送路上に光ファイバ切

断等の異常は確認できず。 

20時20分 受信空中線及びヘッドエンドにつ

いて確認を開始。 

20時35分 受信空中線に異常は見つけられず

。 

21時10分 光波長多重合波器に不具合がある

ことを確認。 

21時15分 予備の合波器が保守拠点になかっ

たため、機器の製造メーカに電話連

絡し、当該機器の配送を依頼。 



22時20分 光波長多重合波器が到着。 

22時25分 機器の取り替え作業開始。 

22時45分 取り替え作業終了。疎通確認作業

開始。 

23時00分 復旧を確認。 

発生原因 

当該機器は3週間前にも不具合が発生したが、

その際には保守拠点にあった予備と交換するこ

とで比較的早期に停波が解消したが、同じ機器

で同様の事象が発生したこと、及び、保守拠点

に当該機器の在庫が既になかったことから、復

旧に時間がかかってしまった。 

再発防止策 

○ 予備機器の保守拠点への配備数をこれまで

の故障頻度も考慮し増加する。（完了） 

○ 復旧までの時間短縮の観点から、ヘッドエ

ンドの冗長化（コールドスタンバイ）を実施

（平成23年12月末） 

利用者対応状況 

利用者からの申告数：500件 

障害状況のホームページ掲載：7月12日 12時

10分 

 

 以下の書類も添付する。 

○ 事故の原因となった有線一般放送の業務に用いられる電気通信設備

の役割が分かる設備構成図等 

○ 事故が影響を与えた影響範囲の地図等（事故が影響を与えた地域の

記載を行わない場合に限る。） 


